感染対策管理委員会議事録
日時　：　2007年　2月14日（水）　15：00　～　16：00

場所　：　青南病院　2階会議室

司会　：　佐藤　志穂　　　　　記録者：　荒木田　槙子
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＜議題＞

1． 新規感染患者様

成田賀枝様→1/24東Ａユニット入院。現在、西Ａユニットにて療養中。

入院時、咽頭よりMRSAが検出される。

5日後の再検査（薬剤感受性検査含む）の結果、陽性。現在、イソジン消毒を実施している。

２．　ノロウィルス感染症情報
　　　1月中旬より、南病棟グループにてノロウィルス感染症様症状の見られる患者様が急増した。環境整備（消毒・換気）・ガウンテクニック・ディスポ製品の食器を使用し、隔絶にて対応。現在までに計16名の患者様にノロウィルス抗原検査を実施し、そのうち8名が陽性。北病棟グループ・東病棟グループにおいても、ノロウィルス感染症様症状の患者様が見られたが、いずれも検査結果は陰性であった。現在、南病棟グループで隔絶対応中の患者様は4名。症状消失から72時間経過後であれば、隔絶対応は不要（Infection　Control　2006参照）とのことで、2/15には全ての隔絶を解除する予定。現在は感染者及びノロウィルス感染症様症状を呈している患者様はいない。

今回のノロウィルス感染症の蔓延に伴い、ノロウィルス感染症についてのマニュアルを早急に作成していく。

※ノロウィルス感染症患者様（8名）

市橋ひで様，浜中トキヱ様，松浦佐恵子様，北山和子様，塚田昌様，三浦トシ様，

佐々木利男様，古川徳一様

３．　今回、ノロウィルス感染症の発生時の対応で困った事

· ガウンの置き場所がなく、汚染区域や清潔区域においても患者様に悪戯されてしまう為、スタッフオフィスにて管理している状態であった。

· 使用後のガウンの処理方法→消毒後、病棟にて洗濯。

· ノロウィルス感染症発生時や感染疑い患者様の発生時に、ディスポ製品の手袋やゴミ袋の在庫がなく、発注しても直ぐに入荷しない為、他病棟グループより借用したり、スタッフが自己負担で準備したりしていた。

· ディスポ製品の食器の廃棄方法→消毒液噴霧後、密閉し、一般ゴミとして廃棄。

４．　1月分医療廃棄物チェックの結果報告

＜東病棟グループ＞　リキャップが見られている。

感染性・非感染性医療廃棄物の中に一般ごみが混入している。

＜西病棟グループ＞　リキャップが見られている。

非感染性廃棄物の中に感染性廃棄物が混入されている。

＜北病棟グループ＞　リキャップが見られている。

　　　　　　　　　　　　　　感染性廃棄物の中に非感染性廃棄物が混入されている。

感染性・非感染性医療廃棄物の中に一般ごみが混入している。

＜南山苑＞　　　　　　リキャップが見られている。

　　　　　　　　　　　　　非感染性医療廃棄物の中に一般ごみが混入している。

＜廃棄物置き場＞　感染性ＢＯＸの蓋が開いていた。

＜次回開催予定日　2007年3月14日（水）　15:00～16:00＞

